
百道浜校区自治協議会  平成２０年度 ４月 定例総会 議事録 
開催日：平成２０年 ４月 ５日（土曜日） １９：００～２０：５０ 
場所：百道浜公民館 

４月定例総会出欠表       

自治会・委員会名 氏  名 地域役職 出欠 

１丁目１区(イーストステージ 1,2,3,7 棟) 副島 公男 自治会長 出席 

１丁目２区(イーストステージ 5,6 棟) 大屋 喜昭 自治会長 出席 

１丁目３区(ネクサスシーサイド) 永田 成樹 自治会長 出席 

１丁目４区(サンパティーク) 上山 卓朗 自治会長 出席 

１丁目５区・６区(センターステージ) 松永 祐介 自治会長  出席 

１丁目７区(パークハウス・シャトレシーサイド・スリー

エム) 
田嶋 浩仁 自治会長 出席 

１丁目８区(百道タワー) 中村 一範 自治会長 出席 

３丁目１区(ヴェルデコート) 足立 慶子 自治会長 出席 

３丁目２区（アクアコート） 圓山 紘一 自治副会長 出席 

３丁目３区(プライムメゾンももち) 周藤 和利 地区代表 出席 

３丁目  （アンペレーナ百道） 

４丁目１区(ネクサス百道・アルティコート) 

井上 健一 

柴崎 正廣 

館  長 

自治会長 

出席 

出席 

４丁目２区(クリスタージュ) 伊藤 芳美 自治会長 出席 

４丁目３区(サウスステージ・警察官舎) 副島 嘉代子 自治会長 出席 

４丁目４区(戸建） 久永 明 自治会長 欠席 

４丁目５区（アトモスももち） 中村 和之 自治会長 出席 

４丁目６区（ネクサスレジデンシャルタワー） 江口 壽彦 自治会長 出席 

公民館 梶山 美知子 館 長 出席 

ＰＴＡ 田中 久昭 同会長  出席 

民生委員 村井 良子 民生委員 出席 

ごみ減量・リサイクル推進連絡会議 柴崎 正廣 同会長 出席 

体育振興会 尾形 洋之 同会長 出席 

交通安全推進委員会 田中 豊太郎 同会長 代理 

青少年育成協議会 中川  正次 同会長 代理 

老人クラブ 堤  信雄 同会長 出席 

防災対策 大村 繁雄 同事務局長 欠席 

寄り集う友ときずなの百道浜の会 

 

監事 

柴戸 陸 史 

宮山 洋 志 

同会長 

 

出席 

 

出席 

広報事務 大森 光洋  出席 



柴戸会長（議題３以降は、圓山新副会長）の進行により以下の通り行った。 
■ 始めに 
１．西部ガスライフサポート（株）ご挨拶    

アンペレーナ百道 館 長  井上 
副館長  福永 

アンペレーナ百道は２月２０日に竣工、来月から入居開始。４月より百道浜自治協議

会に加盟。自治会代表としては、井上館長、福永副館長が参加する。 
 
■ 議題 
１．副会長等執行部役員の選出 柴戸会長 
 ・副会長：柴崎氏、圓山氏、⇒ 満場一致で承認 
 ・会計：尾形氏、監事：村井氏⇒ 満場一致で承認 
 
２．会長就任にあたって（抱負・基本方針） 柴戸会長 
・基本的に大屋前会長の路線を踏襲する。収支、事業費等の明確化を進める。四半期毎

に収支状況を提示したい。福岡タワー施設関連の３３社を、協議会へ勧誘したい。百道

浜２０周年の記念事業を計画したい。自治会未加入者の勧誘を進めたい。 
 
３．平成２０年度自治会・委員会等新役員の紹介  柴戸会長 
 ・公民館主事：相田氏： 
 ・PTA会長：田中氏： 
 ・民生委員：村井氏 
 ・体育振興会：尾形氏 
 ・交通安全推進委員会：江口氏（５月より） 
 ・青少年育成協議会：大森氏（５月より） 
 ・老人クラブ：堤氏 
 ・監事：宮山氏 
 
４．自治連合会の名称変更について  柴戸会長 
 ・百道浜校区自治連合会の名称を、「百道浜校区自治協議会」へ変更したい  
  ⇒ 一同賛成 
 
５．役員手当の新設について  柴戸会長 
 ・書記（２名）に役員手当（各年間１万円）を新設したい  ⇒ 一同賛成。 
 
６．新年度予算について   会計 尾形氏 
 ●平成２０年度の予算案を作成した。（配布資料） 
・市からの補助金が２７０万円から３１０万円へ増額された。役員（会長、書記）手当



を新設。交通安全の夜間パトロールを防犯活動として、防犯費３万円を新設。男女共同

参画費を、夏祭り費と分離。健康づくり費に５万円、敬老会費に１５万円、夏祭り費は

４４万円へ増額。ふれあいサロンについては１０万円を維持。現状、執行部の予算案で

あるので、各委員会で検討して回答してほしい。 
 ●質疑応答事項 
・予算案では、防犯活動が交通安全委員会の担当になっているが、これで防犯活動を正

式に引き受けるということであれば、荷が重い。 
   ⇒ 交通安全委員会内部で協議して回答する 
・協議会の決算承認の時期について 
   ⇒ 各委員会の決算承認が５月であるので、６月の定例総会で承認する 
 
７．夏まつりについて   柴戸会長 
・小学校の運動場が今年は利用できないので、基本的に中止としたい。開催するとした

場合の日程の候補は、７月１９日または２０日。代替場所の候補は、タワー前、マリゾ

ン、中央公園、中学校、西南グランド等が考えられる。いずれの場所で開催するにして

もおやじの会を始め、関係各方面の負担が増加すると考えられる。開催の可否に議論い

ただきたい 
 ●質疑応答事項： 
  ・開催するということであれば、おやじの会は全面的に協力する。 
  ・小学校以外の場所での開催では、安全面にも心配がある。 
  ・夏まつりは地域連帯の特に重要なイベントであるので、継続的に実施すべき。 
  ・開催可否をこの場で判断するには情報が不足している。 
  ・次回総会に持ち越しでは、準備が間に合わない。 
 ●結論 
  ・実行準備委員会に具体案（場所、日程）を検討させ、５月の総会に諮る。会場の予

約等の関係があるので追認の形になる。 
 
８．社会福祉協議会の設立について    柴戸会長 
 ・会長、副会長の候補者を決定し、内諾も得た。４月２３日に設立について関係者が集

まり打ち合わせをする。 
 
９．男女共同参画事業と「ワイワイ ガヤガヤ塾」の開催について   柴崎副会長 
・４月２６日（土）１７時より開催予定。地域活動への参画のオリエンテーションとし

て、特に団塊の世代の方々の参加に期待している。 
 
１０．平成２０年度 百道浜カレッジの紹介   梶山公民館長 
・百道浜カレッジの１年間の予定を配布。近年特に参加者が増えている。地域の方を講

師に招きたい。本年は博物館の学芸員の方を講師に招聘。第１回目は、４月２６日（土）



「海から生まれた百道浜」。案内を掲示してほしい。 
 
１１．大屋前会長のご慰労会開催について    柴戸会長 
 ・大屋前会長の慰労会を開催したい。日程は、大屋氏と今後調整する。 
 
１２．各委員会等からの報告 
※公民館 
４月３０日１０−１３時に公民館において、消防署による救急救命講習会を実施予定。
今後、AEDを全公民館へ設置する予定。公民館員は全員講習を受講。受講者には、修
了書を発行する。本件の申し込み・問い合わせは消防署：８２１−０２４５へ。公民館
便りの配布方法、配布責任者について、各自治会から連絡してほしい。公民館便りの

原稿閉めきりを、校正を入れた関係で１５日から１０日へ早めたので注意。 
※PTA 
中庭に寄贈いただいた桜に御礼。校庭芝生化では、３月に卒業生による捲き芝を実施。

現在養生中、９月頃には利用可能に。 
※民生委員 
ふれあいサロン、子育てサロンの活動実施。小中学校、高木学園の卒業入学式、救命救

急講習会への参加を予定。ふれあいサロンは、６５歳以上、第２・第４月曜日１０時

から開催。 
※ごみ減量・リサイクル推進連絡会議 
６月１日 ９時より、ラブアース活動を計画。 
※体育振興会 
４月２７日９時より校区ソフトボール大会実施予定。５月１８日に、１０人なわとびを

計画、優勝チームは１０月の市民総合体育祭へ。 
※交通安全推進委員会 
３月２９日２１時より、６回目の夜間パトロールを実施（参加者２５名）。４月１０日

～１４日、朝の交通安全街頭指導を行う。４月１０日８：３０より、高木学園の自転

車通学の模様を高木学園の職員２名とともに確認する。年間活動報告の掲示と、百道

浜校区安全安心マップの全戸配布をお願いしたい。 
※青少年育成協議会 
Ｈ１９年度は、西南大学で生命の教室を実施した。春休みは３月２９日にイモリの観察

を実施。５月６日大潮の日に、百道浜での自然観察会を実施予定。 
 
※老人クラブ 
３月３１日 健康増進のための祖原公園までウォーキング実施。３０名＋民生委員が参
加。４月３日に早良老人クラブと交流会。４月１２日は交通安全街頭指導に協力 
※防災対策連絡協議会 
３月の防災セミナーには、３４名の参加で好評。Ｈ１９年度の校区内の通報発生は、消



防３件、警察３件であった。 
※ 寄り集う友ときずなの百道浜の会 
広報誌を発行したので、全戸配布してほしい。 

 
 
■報告・連絡事項・その他  
 ・蚊の駆除剤の申し込み書を各自治会へ配布。提出締切４月３０日 
 ・各自治会の新代表者が決定次第、名簿を提出してほしい。 
 ・百道浜自治連合会広報誌を３月３１日発行した。掲示と配布をしてほしい。 
 ・不要自転車の無料引き取りに関しては、大屋氏へ連絡してほしい。 
 ・各委員会の会計・年度報告等が纏まったら、電子データを広報へ渡してほしい。 
 
●次回 
 ・５月定例総会 ５月１０日（土）19:00～ 百道浜公民館 
 

以 上 


